
女性の力が世界を動かす！ 

第5回国際女性会議WAW!と同時開催 

女性のエンパワーメントを通じた経済成長を目的としてG20に提言を行うための国際会議 

3/23（土）・3/24（日） 「W20 JAPAN 2019」 

ノーベル平和賞受賞者マララ・ユスフザイさんの基調講演が決定！ 

～ 一般傍聴者の募集も随時受付中 ～ 

＜  「W20」 日本で初開催！ ＞ 

2019年2月19日 
W20日本運営委員会 【ニュースリリース】 

W20日本運営委員会（共同代表：目黒依子、吉田晴乃）は、 2019年3月23日（土）～24日（日）に 

ホテルニューオータニ（東京）にて国際会議「W20 JAPAN 2019」を「第5回国際女性会議WAW!」と同時開催しま
す。この会議には基調講演者としてノーベル平和賞受賞者のマララ・ユスフザイさんとミチェル・バチェレ国連人権高等弁務
官が登壇します。 
 

「W20（Women20）」は、女性の経済的活躍を目的としてG20に提言を行うと共に、G20における女性関連のオフィシャ
ルエンゲージメントグループで、今年日本が初めてG20サミットの議長国を務めるにあたり、 

今回日本で初めて「W20」が開催される運びとなりました。 
 

当日は、安倍総理のイニシアチブで2014年より日本政府が主催している「国際女性会議WAW!」との同時開催とし、G20
参加国から代表団はもとより、世界中から各界トップ・リーダーをゲストに迎える予定です。日本におけるウーマノミクスへの取り
組みを広くアピールするとともに、国内外のモメンタムを更に高め、女性のエンパワーメントを通じた経済成長を“新しい成長のカ
タチ”として、世界をリードしてゆきます。 
 

また、「W20 JAPAN 2019」では、一般傍聴者を募集しています。ご希望の方は外務省ホームページ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr_ha/page22_003059.html）より応募フォームに必要事項を 
ご記入の上、ご応募ください。 
詳細情報に関しましては、Women20 JAPAN 2019ホームページ(https://w20japan.org/)をご参照ください。  



＜ 「W20」とは？ ＞ 
Ｗ20（Women20）とは、G20※のエンゲージメント・グループのひとつであり、女性に関する政策提言をＧ20にむけて行う
組織体です。W20の第一の目的は、2014年G20ブリスベン・サミットで採択された「G20は2025年までに就労率の男女差
を25％縮小する」という「25 by 25」宣言を確実に履行させることです。ジェンダーギャップの解消を通じて、誰一人取り残さな
い経済成長を、“新しい成長のカタチ”として、世界とともにG20リーダーたちへ提案してゆきます。 
 
※G20は、1999年にG7の財務大臣・中央銀行総裁会議にて20カ国での設置が決まり、リーマン・ショックを経て、世界的な金融危機への対処と
継続的な成長のための国際的な枠組みとして2008年よりG20サミットとして格上げされ開催されています。参加国はG7（アメリカ、カナダ、イギリ
ス、フランス、ドイツ、イタリア、日本）に加えて、ロシア、中国、韓国、インド、インドネシア、オーストラリア、メキシコ、ブラジル、アルゼンチン、サウジア
ラビア、トルコ、南アフリカとEU。G20は世界経済の85％、人口の66％を占め、持続的成長と経済安定のための新たな国際的な枠組みとなって

います。  

＜ 「国際女性会議WAW!」とは？ ＞ 
日本政府は2014年から「女性が輝く社会」を国内外で実現するための取り組みの一環として、国際女性会議WAW ! 
（英文：World Assembly for Women）を毎年開催しています。世界の様々な地域、国際機関から様々な分野で活
躍するトップ・リーダーが参加し、日本及び世界における女性のエンパワーメント、女性の活躍促進のための取組について議論
を行っています。第5回目を迎える今回は、「W20」との同時開催により、日本における女性活躍推進の取り組みを世界に広
くアピールすると共に、国内外において女性活躍推進の機運が更に高まることが期待されます。 

＜ W20日本運営委員会 ＞ 共同代表 コメント： 

＜  「W20 JAPAN 2019」 開催概要 ＞ 

■ 正 式 名 称   ： W20 JAPAN 2019（ダブル トゥエンティージャパン 2019） 

■ 主      催   ： W20 JAPAN 2019（W20日本運営委員会） 

               ： 第5回国際女性会議WAW!（日本国政府） 

■ 日      時   ： 2019年 3月23日（土） 8:30～18:00 ／ 3月24日（日） 9:00～13:30 

■ 内       容   ： 講演・パネルディスカッション・ネットワーキング 

■ 会      場   ： ホテルニューオータニ（東京） （東京都千代田区紀尾井町4-1） 

■ 参   加   者   ： 事前申込者限定 先着順 / 参加費無料 

■ 参加申込サイト ： https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/hr_ha/page22_003059.html 

■ 「W20」公式WEBサイト ：https://w20japan.org/ 

吉田 晴乃 共同代表 

 
世界25億の女性を代表するW20は、 
G20に向けて今年のテーマである 
「女性のエンパワーメントと新しい成長のカタチ」を提言します。
地球上の約半数の人口が新たな生き方に目覚め、 
創る時代のカタチ。躍動感あふれる皆の未来を目指します。 

目黒 依子 共同代表 

 
女性20 (W20) 2019 は、新たな発展のために、 
労働・デジタル・金融・ガバナンスにおける 
ジェンダー格差を解消する仕組みづくりを、 
G20首脳に提言します。 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 「W20 JAPAN 2019」 PR事務局（株式会社サニーサイドアップ内） 
担当：安藤(080-3579-5352)、藤岡、小山 

TEL：03-6894-3200 ／ FAX：03-5413-3050 ／ MAIL: w20＠ssu.co.jp 

＜マララ・ユスフザイさん（マララ基金共同設立者、ノーベル平和賞受賞者）＞ 
パキスタン出身。父親の活動に影響を受け、女子教育のための公のアドボカシーを開始、国際的なメディアの関心を集め表彰
を受けた。公の場で語ることを理由にタリバーンから攻撃を受けたが、英国で回復し女子のための闘いを続けた。全ての女子の
ための自由、安全かつ質の高い12年教育修了に向けた取組が認められ、ノーベル平和賞受賞。 


